
世
界
中
ど
こ
で
も
ネ
ッ
ト
で
学
べ
る
通
信
制
大
学
院

日
本
福
祉
大
学
大
学
院

国
際
社
会
開
発
研
究
科
（
通
信
制
）研

究
を
容
め
紐
か
く
サ
ポ
ー
ト

　
日
本
福
祉
大
学
大
学
院
国
際
社
会
開
発
研
究

科
は
、
全
国
で
も
珍
し
い
通
信
制
の
大
学
院
。

世
界
中
ど
こ
に
い
て
も
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

「
こ
の
研
究
科
の
ね
ら
い
は
、
Ｉ
Ｔ
環
境
を
最

大
限
に
利
用
し
つ
つ
、
こ
旱
の
根
の
現
場
で

h
u
m
a
nd
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
に
貢
献
す
る
実
践

的
な
開
発
ワ
ー
カ
ー
ー
を
育
成
す
る
こ
と
で

す
」
と
話
す
の
は
穂
坂
光
彦
教
授
だ
。

　
教
育
課
程
で
は
、
途
上
国
と
開
発
に
開
す
る

共
通
の
理
解
を
育
む
た
め
の
「
開
発
基
礎
論
」

を
必
修
科
目
と
し
て
、
マ
ク
ロ
経
済
か
ら
ミ
ク

ロ
社
会
、
現
状
分
析
か
ら
政
策
論
に
わ
た
り
開

発
諸
分
野
を
総
合
的
に
学
ん
で
い
く
。

|弓]aF－
　
通
信
制
の
た
め
、
学
生
に
は
主
体
性
が
求
め

ら
れ
る
が
、
大
学
院
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
学

び
を
支
援
し
て
い
る
。
核
と
な
る
の
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
教
育
指
導
と
学
生
相

互
の
研
究
交
流
だ
。
講
義
科
目
で
は
、
テ
キ
ス

ト
に
基
づ
い
て
学
び
を
深
め
て
い
く
が
、
イ
ン

タ
ー
不
ッ
ト
の
掲
示
板
に
議
論
の
揚
が
用
意
さ

れ
、
学
生
の
報
告
や
質
問
に
対
し
て
き
め
絹
か

い
対
応
が
行
わ
れ
て
い
る
。
修
士
論
文
指
導
も
、

所
属
ゼ
ミ
の
掲
示
板
で
や
り
と
り
が
で
き
、
学

生
同
士
で
も
お
互
い
の
進
捗
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
、
励
ま
し
合
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
「
掲
示
板
で
は
、
世
界
に
散
ら
ば
る
学
生
相

互
の
情
報
交
換
も
活
発
で
、
世
界
中
の
開
発
現

場
で
の
最
新
情
報
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
発
信
さ

れ
て
い
ま
す
」
と
穂
坂
教
授
。
世
界
中
ど
こ
に

い
て
も
参
加
で
き
る
通
信
制
の
研
究
科
の
強
み

が
実
践
面
で
も
活
か
さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
掲
示
板
上
で
の
議
論
に

加
え
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
電
話
討
論
、
各
地

へ
の
訪
問
面
談
、
対
面
型
ゼ
ミ
指
導
の
揚
な
ど

も
拡
充
。
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
講
義
も
部

分
的
に
開
講
し
、
「
通
信
通
学
融
合
」
型
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
試
行
し
て
い
る
。

Ｉ Ｓｃｈｏｏｌ Ｄａｔａ

　取柳可能な単位:修士（間銘學）

　定員:25人

　薦騰・態!・信劃

　拳費:釣71万円（初年産）

　奨単金:あり

『へこｃｅｓｓ

　　名古屋キャンバス

　　〒46D-0012

　　名古屋市中区千代B5-22,35

　　TEL 052,242-3050

　　FAX O52-242-3072
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Ｕ Ｒ Ｌ

交通JR中央銀鈴舞駅から徒歩2分

　　　地下鉄鶴難綿飴舞駅から徒歩2分
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グ
ロ
Ｌ
バ
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
在
籍
す
る
学
生
は
、
ア
フ
リ
カ
・
ア
ジ
マ
ー

中
南
米
な
ど
世
界
各
地
で
詰
草
す
る
国
連
や
国

際
協
力
機
構
の
専
門
家
・
職
員
、
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
や
青
年
海
外
協
力
隊
員
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ス
タ
ッ

フ
な
ど
、
非
常
に
多
彩
だ
。
実
際
、
入
学
者
の

約
４
割
が
途
上
国
に
在
住
し
て
い
る
。

　
教
員
に
は
、
国
連
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
で
豊
か
な

実
務
経
験
を
も
つ
専
門
家
が
多
く
、
マ
ク
ロ
か

ら
ミ
ク
ロ
ま
で
学
際
的
な
相
互
討
論
を
深
め
つ

つ
開
発
へ
の
関
心
を
共
有
し
て
い
る
。
学
生
は

そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
地
域
の
独
自
性
・
固
有
性
と
、

普
遍
的
’
理
論
的
な
知
の
体
系
の
両
方
を
学
び
、

各
自
の
論
文
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
指
導
や

交
流
と
あ
わ
せ
て
、
イ
ン
ド
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
‘

ｒ
Ｆ
づ
ｋ
芦
と
の
提
携
を
促
進
。
現
地
の
大

学
教
員
に
よ
る
講
義
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

毎
年
開
催
し
、
発
展
途
上
国
の
状
況
に
つ
い
て

学
び
を
傑
め
る
場
を
提
供
し
て
い
る
。

　
コ
ー
ス
を
通
じ
て
、
学
生
た
ち
は
、
専
門
分

牡
地
域
、
年
齢
を
越
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

形
成
し
て
い
る
と
い
う
。
「
仕
事
や
育
児
、
家
事
、

介
護
な
ど
、
社
会
人
ゆ
え
の
勉
学
の
困
難
も
あ

る
で
し
ょ
う
。
く
じ
け
そ
う
に
な
っ
た
時
、
こ

こ
で
得
ら
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
必
ず
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
に
役
立
ち
ま
す
し
、
キ
ャ
リ

ア
向
上
に
結
び
付
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
」
。

　
東
日
本
大
賞
災
で
は
、
翌
日
か
ら
学
生
が
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ー
ク
を
生
か
し
。
て
被
災
地
で
の
救
援
活

動
を
開
始
し
ご
不
ッ
ト
上
で
官
省
確
認
や
励
ま

し
合
い
が
続
い
た
と
い
う
。
「
こ
の
研
究
科
を
通

じ
て
豊
か
な
つ
な
が
り
を
築
き
、
逆
境
に
あ
る

人
々
に
寄
り
添
う
ワ
ー
カ
ー
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
穂
坂
教
授
は
学
生
た
ち
に
期
待
す
る
。

９
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往右岸で剛礼ｙ啓

太.大佐茫と応諾

国際社会開発研究科20i1年倍了

ｷﾞ黄山明子ざんYckcμmaみ泳。

　私は現､在（倆活I AIヽμyで蜃いており、それり

餉は、タンザニアの）ICAマラリア刻策プロジェク

トに従事していました。タンザニアでの経験を活

かして、大学院で学び直したいと爾えました。

　そこで、かつて李んだ経験も座り、充実したカ

リキュラムの存在を知っていたこと、仕事をしな

がら李ぺることから、日本福祉大学を還ぴました。

　研究テーマは、東アフリカ諸匡の障害者支援で

す。この研究科には［障害と開発］分野の経験や

知識豊かな教員や幸生が集まっており、専門的な

議論ができます。研究科で摺られた人とのつなが

りは一生の財産です。

　今後はここで習摺した知識やネットワークを、

AMDAでの業務に生かしていきたいと思います。

アマゾンでの活動を

改めて見直す

国際社会開発研究科2D11年修了

定森徹さんSadam｡rIT｡-u

　私は現在、（特活）HANDSがアマソン奥地で実

施する熱帯果実やイモ、木材となる樹木をー諸に

育てるアグロフォレストリーの導入プロジェクト

に携っています。その中で、これまで十数年間の

実地経験を見直｡したいと考え、現地にいながら通

信制で学べる日本福祉大学で学ぶことにしました。

　研究テーマは、実際に携わっているアマソン西

部でのアグロフォレストリー普及についてです。

今後のプロジェクト活動を実施する上でも、貴重

な示唆を摺ることができました。

　教授陣も学生も現場経験が長い人が大半で、さ

まざまな地域、分野での経験があるため、たくさ

んの刺激が受けられます。互いに悩みも共有でき、

修了後も仲間としてつながり綾けています。
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